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飯山の遺跡

24

　古墳時代になると、各地で古墳が
造られるようになりました。飯山市
では、秋津の勘介山古墳、秋津の
法伝寺古墳、飯山の有尾古墳の三
基が前方後方墳といわれる形態をし
た古い古墳として知られています。
　また、古墳時代になると北陸や
越後の影響を受けた土器が飯山に
も入ってきます。最も影響を受けた
日本海沿岸地域からは幾筋もある
峠道や千曲川を利用して、越後方
面から物資や人々の交流がありまし
た。飯山は信濃の北端に位置して
おり、他地域の新しい政治の流れや
文化が飯山を経由して信濃に広まっ
ていきました。飯山は「信濃の玄関」
でした。

古墳時代の飯山
▲北陸系土器（上野遺跡出土）
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み
ん
な
で
飯
山
の
仕
掛
け
人
に
な
ろ
う
！

テ
ー
マ
「
自
分
た
ち
の
暮
ら
す
地
域
を
ど
う
持
続
可
能
な
も
の
に
で
き
る
か
」

　

10
月
25
日
㈫
﹆
温
井
大
応

寺
に
て
﹆
長
野
県
内
で
初
と
な

る
第
１
回
目
の
市
町
村
と
長
野

県
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー
の

共
催
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
県
下
初
開
催
と
い
う
こ
と

も
あ
り
﹆
多
く
の
注
目
を
集
め

る
中
で
開
催
さ
れ
た
こ
の
講
座

に
は
﹆
松
本
市
や
大
滝
村
な
ど

か
ら
25
名
が
参
加
﹆
飯
山
市
の

仕
掛
け
人
た
ち
に
よ
る
実
践
発

表
や
﹆
温
井
村
づ
く
り
委
員
会

の
取
り
組
み
﹆
実
演
﹆
温
井
地

区
の
見
学
を
行
い
﹆
飯
山
の
仕

掛
け
人
た
ち
の
ア
イ
デ
ア
に
感

心
し
て
い
ま
し
た
。

　

午
前
の
部
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、「
飯
山
の
仕
掛
け
人
」
で
あ
る
、

服
部
秀
人
さ
ん
（
産
業
・
雇
用
戦

略
の
視
点
）、
木
原
孝
さ
ん
（
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
づ
く
り
の
視

点
）、
藤
木
義
博
さ
ん
（
飯
山
で

の
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
実
践
者
の
視
点
）

生きがいが生業につながるわら細工の実演

飯山市公民館＆長野県生涯学習推進センター共催
平成 28年度　地域づくり推進研修「生涯学習推進者実践講座」開催

か
ら
自
分
の
行
っ
て
い
る
取
り
組

み
に
つ
い
て
の
発
表
が
、
そ
し
て

今
回
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
で
あ

る
向
井
健
松

本
大
学
専

任
講
師
（
教

育
戦
略
の
視

点
か
ら
）
か

ら
は
、
地
域

人
教
育
推
進

に
関
わ
る
取

り
組
み
に
つ

い
て
の
発
表

が
あ
り
ま
し

た
。
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン

の
中
で
持
続

可
能
な
地
域

づ
く
り
に
向

け
、
ⅰ
い
い

や
ま
の
将
来

を
担
う
次
世
代
を
創
出
・
育
成
す

る
こ
と
、ⅱ
例
え
ば「
結
い
」と
い
っ

た
地
域
の
存
立
を
規
定
す
る
「
地

域
基
盤
」
を
見
つ
め
直
す
こ
と
が

大
事
で
あ
る
こ
と
、
ⅲ
地
域
の
資

源
を
見
つ
め
直
し
、
さ
ら
に
そ
こ

に
新
た
な
価
値
を
見
出
し
て
い
く

と
い
っ
た
内
か
ら
沸
き
起
こ
る
活

力
を
生
み
出
し
て
い
く
こ
と
の
重

要
性
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

昼
食
は
「
人
も
食
材
も
す
べ
て

地
産
・
地
消
」
で
作
ら
れ
て
い
る

ギ
ャ
ル
リ
か
ざ
は
な
の
皆
さ
ん
手

づ
く
り
の
「
お
に
ぎ
り
」
と
「
豚

汁
」
と
「
漬
物
」
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
食
後
の
コ
ー
ヒ
ー
を
い
た

だ
き
な
が
ら
、
温
井
村
づ
く
り

委
員
会
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
の

発
表
、
ク
リ
エ
イ
タ
ー
集
団
「
温

井
わ
ら
の
会
」
の
皆
さ
ん
に
よ
る

わ
ら
細
工
の
実
演
が
行
わ
れ
た
あ

と
、
意
見
交
換
会
が
行
わ
れ
、
温

井
地
区
の
県
内
で
も
稀
な
素
晴
ら

し
い
取
り
組
み
に
興
味
津
々
で
、

参
加
者
か
ら
は
「
飯
山
の
取
り
組

み
を
自
分
の
と
こ
ろ
で
も
生
か
し

て
い
き
た
い
」「
小
学
校
な
ど
と
の

交
流
は
あ
る
の
か
」
な
ど
の
、
積

極
的
な
質
問
が
多
く
出
さ
れ
ま
し

た
。
大
滝
村
か
ら
参
加
さ
れ
た
木

下
大
輔
さ
ん
は
、「
実
際
の
現
場

を
見
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
飯
山
市

の
活
動
の
良
い
と
こ
ろ
や
工
夫
が

見
え
た
。
大
滝
村
で
も
生
か
し
て

い
き
た
い
。」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

次
月
号
で
は
第
２
回
の
生
涯
学
習

実
践
講
座
の
模
様
を
掲
載
す
る
予

定
で
す
。

飯山の仕掛け人たちによる発表

記
念
す
べ
き
「
な
ち
ゅ
ら
」
で
最
初
の
青
少
年
芸
術
祭
（
舞
台
部
門
）
が
開
催
さ
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〜
第
37
回
飯
山
市
青
少
年
芸
術
祭
〜

10
月
29
日
㈯
、
30
日
㈰
に
飯
山

市
公
民
館
に
て
展
示
の
部
が
、
11

月
３
日
（
文
化
の
日
）
飯
山
市
文

化
交
流
館
な
ち
ゅ
ら
に
て
舞
台
発

表
の
部
が
お
こ
な
わ
れ
ま
し
た
。

展
示
で
は
市
内
の
小
中
学
生
が

製
作
し
た
絵
画
・
習
字
な
ど
の
飯

水
児
童
生
徒
図
工
美
術
・
習
字
作

品
選
抜
展
作
品
、
全
７
８
４
点
が

飾
ら
れ
、
２
日
間
で
約
５
５
０
名

の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

ま
た
、
な
ち
ゅ
ら
で
開
催
さ
れ

た
最
初
の
舞
台
発
表
で
は
、
市
内

の
小
中
学
校
や
、
市
内
で
活
躍
す

る
12
団
体
が
、
日
頃
の
練
習
の
成

果
を
発
表
し
ま
し
た
。

次
世
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
、

若
者
が
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
を
生

き
抜
く
た
め
の
力
を
育
む
に
は
、

地
域
に
出
て
、
地
域
に
な
に
が
で

き
る
か
の
視
点
を
持
つ
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
ま
す
。
自
分
の
地
域

に
貢
献
す
る
こ
と
は
社
会
貢
献
の

第
一
歩
で
あ
り
、
地
域
を
知
り
、

地
域
を
愛
す
る
気
持
ち
に
つ
な
が

り
、
厳
し
い
社
会
を
逞た
く
まし
く
生
き

て
い
く
力
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま

す
。
こ
の
青
少
年
芸
術
祭
は
そ
の

大
事
な
一
機
会
で
あ
る
と
考
え
て

い
ま
す
。
展
示
・
発
表
と
も
に
思

い
出
の
一
ペ
ー
ジ
を
飾
る
に
ふ
さ

わ
し
い
芸
術
祭
と
な
り
ま
し
た
。

泉台キッズ1.2.3 木島小学校6年生

飯山小学校5年生

城北中学校吹奏楽部 城南中学校吹奏楽部

CHARMY

白鳥バレエ学園飯山教室 秋津小学校３年生 秋津小学校５年生

飯山小学校合唱隊

戸狩小学校 音楽クラブ

常盤小学校ハッピーフレンズ



・
田
中 

史
朗　

様

地
元
民
謡
レ
コ
ー
ド
、
郷
土
資

料
（
昭
和
30
年
代
～
）

・
佐
藤 

升
一　

様

た
ば
こ
盆
、養
鶏
用
給
水
器（
昭

和
中
期
～
）

　

ふ
る
さ
と
館
で
は
、
年
間
に

わ
た
り
郷
土
に
ま
つ
わ
る
史
資

料
の
収
集
、
受
け
入
れ
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
飯
山
に

関
係
す
る
古
文
書
や
出
版
物
、

ま
た
家
庭
で
古
く
か
ら
使
用
さ

れ
て
き
た
道
具
類
な
ど
、
寄
贈

の
ご
希
望
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

ふ
る
さ
と
館
ま
で
ご
連
絡
を
お

願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
す
で
に
多
数
受
領
さ

れ
て
い
る
も
の
や
受
け
入
れ
基

準
に
満
た
な
い
も
の
に
つ
き
ま

し
て
は
、
受
領
を
お
断
り
さ
せ

て
い
た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
ふ
る
さ
と
館
☎

�
２
０
３
０
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

　
12
月
１
日
㈭
～
３
月
31
日
㈮
ま
で

の
閉
館
時
間
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

※
開
館
時
間
30
分
前
ま
で
に
ご

入
館
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
お
越
し
を
お
待
ち
し
て

お
り
ま
す
。
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押絵びな（明治15年頃）

飯
山
市
文
化
財
保
護
審
議

会
委
員
に
委
嘱
状
を
交
付

貴
重
な
資
料
を
ご
寄
贈
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

飯
山
市
文
化
財
保
護
審
議
会

委
員
は
、
文
化
財
の
保
護
及
び

活
用
に
関
す
る
重
要
な
事
項
に

つ
い
て
調
査
審
議
す
る
た
め
、

市
教
育
委
員
会
か
ら
各
専
門
分

野
の
６
名
が
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。
任
期
は
平
成
28
年
10
月
１

日
か
ら
２
年
で
す
。

（
◎
会
長　

○
職
務
代
理
）

・
有
形
文
化
財
・
史
跡　

◎
吉
越
眞
一
（
常
盤
・
戸
狩
）

　

樋
口
和
雄
（
木
島
平
村
）

・
埋
蔵
文
化
財　
　
　
　

○
望
月
静
雄
（
柳
原
・
四
ツ
屋
）

・
天
然
記
念
物　
　
　
　
　

　

平
野
弘
蔵
（
常
盤
・
大
池
）

　

丸
山
和
麻
（
飯
山
・
北
町
）

・
民
俗　
　

　

浦
山
佳
恵
（
長
野
市
）

平
成
28
年
度
ふ
る
さ
と

館
資
料
寄
贈
者
一
覧

　
　

 　
（
４
月
〜
10
月
）

・
鈴
木 

拓
也
様

竹
か
ご
（
昭
和
30
年
代
～
）

・
梨
元　

孝　

様

古
銭
、
押
絵
び
な
他
（
江
戸
末

期
～
）

会期　12月 1日㈭～ 7日㈬　※休館日…12月 6日㈫
時間　9：00～ 22：00
場所　なちゅら ナカミチ　※入場無料
　両中学校美術部員 50数名の日頃の活動の成果を紹介します。大勢の皆さまにご覧いただきたいと思
います。お問合せ先：飯山市美術館　☎�1501

　飯山市美術館では、現在１階ロビー＆２階ギャラリーにて『馬場剛史挿絵作品展』を開催しています。白と
黒のモノトーンで表現された一見ユーモラスな作品で、北信濃新聞の「奥信濃今昔ばなし」の挿絵の原画です。
また、木版画・銅版画・シルクスクリーンなどの作品も紹介しています。
　12 月４日㈰までの展示となっております。秋の美術館にぜひお越しください。

（※馬場剛史さんの作品は裏表紙に掲載されていますので併せてご覧ください。）

ギャラリー企画展『馬場剛史挿絵作品展』開催中！

『城南・城北中学校美術部展』

飯山市美術館

▼
ふ
る
さ
と
館 

冬
期
間

の
閉
館
時
間
の
お
知
ら
せ

変
更
前 

18
時

変
更
後 

17
時

《
郷
土
資
料
寄
贈
に

つ
い
て
の
お
知
ら
せ
》

養鶏用給水器 (昭和中期～）

クリスマス・コンサート in なちゅら
～コーラスの贈り物～

東混ゾリステン（東京混声合唱団メンバー）

〇場　所：飯山市文化交流館なちゅら・大ホール
〇入場料：一般３，０００円　学生２，０００円（高校生以下）
※チケットのお求め・お問合せは飯山市公民館まで　☎�３３４２
東混ゾリステン（東京混声合唱団メンバー）
ソプラノ：松崎ささら、木村眞弥
ア ル ト：小林祐美、尾崎かをり
テノール：渡邉隆寛、志村一繁
バ　　ス：下西祐斗、熊谷孝彦

ピ ア ノ：若月直子
共演：市民第九合唱団有志
〇曲　目
もろびとこぞりて、きよしこの夜、箱根八里、ペチカ、うみ、リンゴの唄、
ふるさと、春の小川、紅葉、ライオンは眠っている、翼をください　ほか

今年の文化功労者に選ばれた田中信昭（指揮者）氏によって創設された
日本を代表するプロ合唱団の主要メンバーによるクリスマスコンサートです。
飯山公演のためだけのスペシャルプログラムで演奏されます。
この機会にプロのハーモニーをお楽しみください。
主催：東混ゾリステン公演実行委員会　共催：飯山市公民館

☆日　時：12月25日㈰　14時 00分開演（13時 30分開場）

飯山雪国大学文化講演会

姜
カン ･ サ ン ジ ュ ン

尚中（Kang Sang-jung）
「〈共生〉の作法を求めて」

※駐車場は、なちゅら、・公民館・飯山駅立体駐車場（有料）をご利用ください。※当日、熊本地震災害募金を行います。

日　 時　12月3日（土）13:30～15:00　開場12：30
場　所　飯山市文化交流館なちゅら大ホール（入場無料）
姜
カン･サンジュン
尚中（Kang Sang-jung）

　1950年、熊本県熊本市に生まれる。国際基督教大学准教授、東京大学大学院情報学環・
学際情報学府教授、聖学院大学学長などを経て、現在東京大学名誉教授。2016年1月より
熊本県立劇場館長兼理事長に就任。
　専攻は政治学、政治思想史。テレビ・新聞・雑誌などで幅広く活躍。主な著書に『マックス・
ウェーバーと近代』、『オリエンタリズムの彼方へ』、『ナショナリズム』、『東北アジア共同の家
をめざして』、『増補版 日朝関係の克服』、『在日』『姜尚中の政治学入門』、『ニッポン・サバイ
バル』、『愛国の作法』、『悩む力』、『リーダーは半歩前を歩け』、『あなたは誰？私はここにいる』
『心の力』『悪の力』『君に伝えたいこと』など。共著に『グローバル化の遠近法』、『ナショナリ
ズムの克服』、『デモクラシーの冒険』、『戦争の世紀を超えて』、『大日本・満州帝国の遺産』など。
編著に『在日一世の記憶』など。小説『母―オモニ―』、『心』を刊行。最新刊は『漱石のことば』。
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二
年
ほ
ど
前
、
イ

ベ
ン
ト
の
度
に
お
世
話

に
な
っ
て
い
た
「
森
の
家
」
が
満

室
で
泊
ま
れ
ず
、
支
配
人
か
ら

紹
介
い
た
だ
い
て
小
菅
の
マ
ジ
マ

荘
に
泊
ま
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し

た
。　

東
京
で
生
ま
れ
育
ち
、「
ふ

る
さ
と
」
を
持
た
な
い
私
に
と
っ

て
、
マ
ジ
マ
荘
の
人
間
味
溢
れ
る

心
温
か
な
も
て
な
し
と
神
聖
な

お
山
に
抱
か
れ
る
小
菅
の
景
観

は
「
心
の
ふ
る
さ
と
」
を
感
じ
る

貴
重
な
経
験
で
し
た
。　

そ
ん

な
温
も
り
を
求
め
て
小
菅
に
訪

れ
る
度
に
北
信
三
大
修
験
場
の

一つ
と
い
わ
れ
た
周
辺
地
域
の
歴

史
的
文
化
や
「
修
験
」
つ
い
て

の
興
味
が
強
く
な
っ
て
い
き
ま
し

た
。　

　
「
修
験
」
と
は
な
ん
だ
ろ
う
。

今
は
途
絶
え
、
地
元
の
人
に
聞

い
て
も
、
本
を
読
ん
で
も
自
分

が
欲
し
い
答
え
は
出
て
こ
な
い
。

　

そ
ん
な
時
に
東
京
で
出
羽
三

山
の
最
高
位
山
伏
、
星
野
先
達

に
出
会
い
ま
す
。「
修
験
と
は
、

山
に
入
り
、
感
じ
た
こ
と
を
考

え
る
学
問
で
あ
る
。」　

　

先
達
の
言
葉
は
正
に
腑
に
落

ち
ま
し
た
。
私
は
都
会
の
生
活

の
中
で
人
は
自
然
の
営
み
か
ら

離
れ
る
こ
と
で
「
豊
か
さ
」
を

失
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
そ
し
て
本
当
の
「
豊
か

さ
」
と
は
い
っ
た
い
何
だ
ろ
う
か

と
ず
っ
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
小

菅
と
山
伏
が
そ
の
ヒ
ン
ト
を
あ
た

え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

人
は
本
来
自
然
の
一
部
で
あ

り
、
自
然
に
身
を
ゆ
だ
ね
て
そ
の

恩
恵
を
受
け
る
。そ
う
実
感
し
て
、

私
は
豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
飯

山
へ
の
移
住
と
山
伏
に
な
る
こ
と

を
決
意
し
ま
し
た
。
小
菅
の
村
人

と
し
て
も
山
伏
と
し
て
も
一
年
生
、

修
行
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
。

マイ　★★
オピニオン
意見・私見

温
も
り
を
求
め
て
小
菅
へ
移
住
し
ま
し
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
志
田
吉
隆
︵
山
伏
名　
浄
真
︶

筆
者
紹
介

　
東
京
か
ら
瑞
穂
地
区
小
菅
へ

移
住
し
て
き
た
志
田
さ
ん
は
、
今

年
開
催
さ
れ
た
小
菅
の
松
子
に
も

準
備
か
ら
積
極
的
に
参
加
さ
れ

る
な
ど
、
地
域
の
活
動
の
一
翼
を

担
っ
て
い
ま
す
！

　
　
　
　
　
　  （
瑞
穂
公
民
館
）

文
化
の
秋　

　
各
地
区
で
各
種
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
！

「レクリエーションダンスと民踊を踊ろう」受講生募集
　音楽に合わせて楽しく体を動かし、運動不足を解消しましょう。懐かしい飯山市民音頭も踊ります。
〇日　程　　12 月12日（月）、12 月１９日（月）
〇時　間　　13：30 ～15：00
〇場　所　　いいやま女性センター未来　交流ルーム
〇講　師　　百田　禮子　氏（日本フォークダンス連盟民踊部公認指導員）
〇対象者　　飯山市民及び飯山市内にお勤めの方
〇定　員　　20 名　〇受講料　　400 円　〇持ち物　　タオル、飲み物、運動靴
〇募集期間　11月22日（火）～12 月5日（月）
〇申込先　　女性センター未来（☎ 62-0543）

いいやま女性センター未来　くらしのセミナー

「ちぎり絵講座」　受講生募集
　和紙の特徴を生かし、さまざまな色を組み合わせて風景や草花などを表現するちぎり絵を体験してみ
ませんか。
◆日　程　　12 月13日（火）、12 月20日（火）（全２回）
◆時　間　　13：00 ～15：00
◆場　所　　いいやま女性センター未来　学習室
◆講　師　　高橋　雪子　氏
◆対象者　　飯山市民及び飯山市内にお勤めの方　◆定　員　15 名　◆材料費　1,500 円
◆受講料　　400 円
◆持ち物　　鉛筆、消しゴム、はさみ、ピンセット、串（１本）、洗濯バサミ（４個）
◆その他　　2 回で1つの作品を完成させますので、2 回とも受講してください
◆募集期間　11月22日（火）～12 月5日（月）
◆申込先　　女性センター未来（☎ 62-0543）

　

10
月
30
日
㈰
、
飯
山
市
公
民
館

と
の
共
催
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
歴
代
飯
山
城
主
の
眠

る
寺
」「
江
戸
時
代
に
一
世
を
風
靡

し
た
画
僧
武
田
雲
室
が
い
た
寺
」

「
明
治
の
南
画
家
長
井
雲
坪
ゆ
か
り

の
寺
」
な
ど
、
旧
飯
山
町
の
西
部
、

仏
壇
通
り
を
中
心
に
歩
き
ま
し
た
。

ち
ょ
う
ど
紅
葉
も
見
ご
ろ
を
迎
え
、

参
加
者
30
名
は
素
晴

ら
し
い
景
色
の
中
、

飯
山
の
各
寺
院
に
伝

わ
る
宝
物
を
見
学
し

な
が
ら
学
習
し
ま
し

た
。

◇
第
53
回

  

木
島
地
区
文
化
祭

　

10
月
22
日
㈯

･

23
日
㈰
木
島
公
民

館
に
お
い
て
開
催
し

ま
し
た
。
美
術
展
で

は
子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
多
く
の
力
作
を

出
展
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
た
22
日
は
、

飯
山
警
察
署
交
通

課
に
よ
る
自
転
車

走
行
・
歩
行
者
安

◇
寺
め
ぐ
り
ハ
イ
キ
ン
グ

飯

山

寺のまちいいやまの学習をしました

木

島

　

飯
山
市
の
皆
さ
ま
、

は
じ
め
ま
し
て
！
サ

ム
エ
ル　

プ
レ
ス
コ
ッ

ト　

ビ
ュ
キ
ャ
ナ
ン
と

申
し
ま
す
が
、
サ
ム

と
呼
ん
で
下
さ
い
。
ア
メ
リ
カ
の

コ
ロ
ラ
ド
州
か
ら
参
り
ま
し
た
。

今
年
の
ク
リ
ス
マ
ス
に
二
十
八
歳

に
な
り
ま
す
。 

　

去
年
の
８
月
か
ら
飯
山
高
校
、

下
高
井
農
林
高
校
、
飯
山
養
護

学
校
、
須
坂
商
業
で
外
国
語
指

導
助
手
（
Ａ
Ｌ
Ｔ
）
と
し
て
勤
め

て
い
ま
す
。
趣
味
は
ス
キ
ー
、
自

転
車
、
音
楽
、
農
業
、
料
理
で

す
。 

北
条
で
妻
（
リ
ア
ン
）、
猫

一
匹
、
ヤ
ギ
二
頭
と
一
緒
に
暮
ら

し
て
い
ま
す
。
飯
山
市
に
来
る

前
に
、
五
年
間
高
山
村
で
住
ん
で

い
ま
し
た
。

　

実
は
、
飯
山
市
に
住
む
の
は
私

の
夢
で
し
た
。
な
ぜ
な
ら
、
飯
山

市
で
は
ア
ク
テ
ィ
ブ
な
生
活
が
で

き
る
し
、
そ
の
機
会
が
た
く
さ
ん

あ
る
所
だ
と
思
っ
て
い
た
か
ら
で

す
。
飯
山
市
は
田
舎
だ
け
ど
、
だ

か
ら
こ
そ
空
気
が
き
れ
い
で
す
し
、

道
は
込
ん
で
い
な
く
て
快
適
で
す
。

山
ば
か
り
で
た
く
さ
ん
雪
が
降
り

ま
す
が
、
そ
の
不
便
さ
よ
り
そ
れ

を
覆
す
ほ
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
ア
ウ

ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
が
楽
し
め
る
所

で
す
。
若
い
人
が

少
な
く
高
齢
者
の

方
が
多
い
町
で
す

が
寂
し
く
は
な
い

と
思
い
ま
す
。
高

齢
者
の
方
か
ら
知

恵
を
教
え
て
も
ら

え
る
し
、
若
い
人

は
重
要
な
役
割
が

担
え
る
所
で
す
。

と
て
も
面
白
い
で

す
！
だ
か
ら
こ
そ

飯
山
市
は
特
別
だ

と
思
い
ま
す
。 

　

ス
キ
ー
と
農
業

が
で
き
る
、
国
の

首
都
に
簡
単
に
行

マイ　★★
オピニオン
意見・私見

飯
山
市
の
市
民
と
し
て
、
命
が
賑
や
か
な

町
を
創
り
出
し
た
い
で
す
。（サ
ム・ビ
ュ
キ
ャ
ナ
ン
）

け
る
所
は
世
界
中
に
な
か
な
か
な

い
で
す
。 

私
は
飯
山
市
に
来
て
か

ら
、
市
民
が
私
を
と
て
も
支
援
し

て
く
れ
ま
し
た
。
自
然
に
つ
い
て

教
え
て
く
れ
た
り
、
伝
統
を
伝
え

て
く
れ
た
り
、
た
く
さ
ん
素
晴
ら

し
い
出
会
い
が
あ
り
ま
し
た
。
全

部
が
良
か
っ
た
と
は
言
え
な
い
で

す
け
ど
。 

　
﹃
豊
か
な
自
然
﹄
と
よ
く
聞
き

ま
す
が
、
飯
山
の
自
然
が
痛
ん
で

い
る
と
感
じ
ま
す
。
私
は
毎
晩
温

泉
に
歩
い
て
行
き
ま
す
。 

夏
に

蛍
を
探
し
ま
し
た
が
、
２
匹
し
か

見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
蝶
と

ミ
ツ
バ
チ
も
あ
ま
り
見
て
な
い
で

す
。
千
曲
川
や
沢
に
た
く
さ
ん
ゴ

ミ
が
見
当
た
り
ま
す
。
秋
に
は
野

火
の
煙
を
よ
く
見
ま
す
。
豊
か
な

自
然
と
は
き
れ
い
な
土
壌
，
水
、

空
気
が
あ
る
こ
と
で
す
。 

そ
れ
を

守
る
こ
と
で
小
さ
な
生
き
物
か
ら

大
き
い
動
物
ま
で
が
人
間
と
一
緒

に
ハ
ー
モ
ニ
ー
を
奏
で
ら
れ
る
世

界
が
作
れ
る
の
で
す
。
こ
の
世
界

は
経
済
の
復
興
と
自
然
が
共
存
で

き
る
と
思
い
ま
す
。
私
は
飯
山
市

の
市
民
と
し
て
、
命
が
賑
や
か
な

町
を
創
り
出
し
た
い
で
す
。
皆
さ

ま
の
協
力
を
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願

い
致
し
ま
す
。

飯
山
の
自
然
が
痛
ん
で

い
る
と
感
じ
ま
す
。

実
は
、
飯
山
に
住
む
の

は
夢
で
し
た
。



◇
学
習
講
座
「
ミ
ニ
門
松
作
り
」

　

毎
年
恒
例
の
門
松
作
り
を
計
画

し
て
い
ま
す
。
日
時
に
つ
い
て
は
、

12
月
中
旬
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

詳
細
が
決
ま
り
次
第
チ
ラ
シ
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。
詳
し
く
は
常
盤

公
民
館
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

・
問
合
先　

常
盤
公
民
館

 

☎
�
３
２
０
０

◇
館
報
の
原
稿
募
集

　
４
月
か
ら
定
期
的
に
発
行
し
て

き
た
「
太
田
公
民
館
報
」
を
お
読

み
い
た
だ
け
て
い
る
で

し
ょ
う
か
？
農
作
業
が

一
段
落
し
た
と
こ
ろ
で
、

皆
さ
ん
か
ら
原
稿
や
作

品
を
募
集
し
ま
す
。
短

歌
や
詩
、
作
文
、
絵
画

な
ど
の
作
品
を
是
非
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

◇
秋
の
大
運
動
会

『
天
気
で
な
に
よ
り
～
』

　

10
月
16
日
㈰
晴
天
の

中
、
旧
岡
山
小
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
秋
の
大
運
動
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
種
目
と
も
区
民
の

皆
さ
ん
は
一
生
懸
命
で

挑
ん
で
い
ま
し
た
。
連

覇
を
ね
ら
う
羽
広
山
区

ち
に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。
昭

和
43
年
に
発
行
し
た
「
村
史
と
き

わ
」
を
参
考
に
、
現
在
の
集
落
が

ど
の
よ
う
に
し
て
出
来
た
か
を
知

る
良
い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

◇
高
社
山
登
山
行
っ
て
き
ま
し
た

　

10
月
15
日
㈯
最
高
の
秋
晴
れ
の

中
、
25
名
の
参
加
者
で
高
社
山
を

堪
能
し
て
き
ま
し
た
。
小
菅
山
に

続
い
て
２
回
目
の
企
画
と
な
っ
た

高
社
山
登
山
で
す
が
、
普
段
見
上

げ
て
い
る
山
に
登
り
、
逆
に
見
下

ろ
す
地
域
の
景
色
は
と
て
も
き
れ

い
で
気
持
ち
が
よ
く
、
み
な
さ
ん

で
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

降
る
天
気
と
な
り
ま
し
た
が
、
お

餅
や
新
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
、
み
ゆ
き

ポ
ー
ク
と
い
っ
た
振
る
舞
い
や
出

店
の
富
倉
そ
ば
・
社
協
の
バ
ザ
ー

な
ど
は
今
年
も
完
売
状
態
。
大
勢

の
皆
さ
ん
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、

と
て
も
楽
し
い
文
化
祭
に
な
り
ま

し
た
。

◇
公
民
館
学
習
講
座
開
催

　

今
回
の
学
習
講
座
は
「
常
盤
を

知
ろ
う
」
と
題
し
、
10
月
25
日
㈫

常
盤
公
民
館
に
て
集
落
の
生
い
立
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◇
第
66
回
外
様
地
区
文
化
祭

　

10
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰
に
外

様
公
民
館
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

22
日
の
前
夜
祭
で
は
、
10
月
９

日
に
開
催
さ
れ
た
飯
山
市
駅
伝
大

会
で
健
闘
し
た
選
手
の
皆
さ
ん
へ

の
地
区
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
公
民
館
事
業
「
歌
を
楽
し

む
教
室
」
参
加
者
に
よ
る
外
様
小

学
校
校
歌
の
発
表
、
保
健
補
導
委

員
会
の
健

康
体
操
、
毎

年
恒
例
と

な
っ
た
中
曽

根
劇
団
に
よ

る
演
劇
「
お

む
す
び
こ
ろ

り
ん
」
な
ど

で
、
大
い
に

盛
り
上
が

り
ま
し
た
。

　

23
日
に

は
、
昨
年

の
中
曽
根

区
に
続
き
、

オ
ー
プ
ニ

ン
グ
セ
レ
モ

ニ
ー
で
中
条

区
の
獅
子

舞
が
披
露

さ
れ
ま
し

た
。
と
き
お

り
小
雨
が

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
子

ど
も
会
育
成
会
主
催
の
ト
ラ
ン
プ

ゲ
ー
ム
も
好
評
で
、
子
供
た
ち
が

長
い
列
を
つ
く
っ
て
い
ま
し
た
。

・地
区
駅
伝
大
会
の
結
果（
７
チ
ー

ム
参
加
、
内
オ
ー
プ
ン
２
チ
ー
ム
）

７
区
間　
８
．０
㌔（
正
規
チ
ー
ム
）

優　

勝　

南 

條
Ａ
チ
ー
ム

準
優
勝　
四
ツ
屋
チ
ー
ム

第
３
位　

藤
ノ
木
チ
ー
ム

（
オ
ー
プ
ン
チ
ー
ム
）

優　

  

勝　
小
佐
原
チ
ー
ム　

ゲ
ー
ム
、完
売
御
礼
の
食
堂
と
売
店
、

開
店
待
ち
が
起
こ
る
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー

バ
ザ
ー
な
ど
、
多
く
の
団
体
の
皆
さ

ま
の
ご
協
力
で
大
い
に
賑
わ
い
、
雨

交
じ
り
の
天
気
で
し
た
が
、
今
年
も

盛
大
な
文
化
祭
と
な
り
ま
し
た
。

◇
瑞
穂
地
区
駅
伝
大
会
結
果

優　

勝　

関
沢
Ａ
チ
ー
ム

準
優
勝　

中　

組
チ
ー
ム

第
３
位　

北
瑞 

Ａ
チ
ー
ム

◇
柳
原
公
民
館
女
性
部
事
業　

彫
金
講
座

　

10
月
13
日
㈭
伝
統
工
芸
「
飯

山
仏
壇
」
金
具
職
人
伝
統
工
芸
士

鷲
森
敏
男
さ
ん
を
講
師
に
お
迎
え

し
、
彫
金
に
よ
る
「
し
お
り
」
づ

く
り
講
座
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

約
20
種
類
の
た
が
ね
を
使
い
、

思
い
思
い
の
柄
を
金
属
の
板
に
掘

り
ま
し
た
。
読
書
の
時
間
が
楽
し

く
な
り
そ
う
で
す
。

◇
柳
原
地
区
文
化
祭

　

10
月
22
日
㈯
・
23
日
㈰
小
雨

が
降
る
中
、
柳
原
地
区
文
化
祭
お

よ
び
地
区
駅
伝
大
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

地
区
駅
伝
大
会
で
は
南
條

チ
ー
ム
が
見
事
優
勝
し
ま
し
た
！

オ
ー
プ
ン
チ
ー
ム
の
部
で
は
小
佐

原
チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

趣
味
の
作
品
展
に
は
多
く
の
素

晴
ら
し
い
作
品
が
出
展
さ
れ
、
所

作
の
披
露
で
は
山
口
区
の「
天
狗
」

優　

勝　

其
綿

準
優
勝　
い
っ
さ
上
新
田

第
三
位　
野
坂
田
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ

　

皆
さ
ま
の
ご
協
力
・
ご
声
援
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

◇
瑞
穂
地
区
文
化
祭
・
駅
伝
大
会

　

10
月
23
日
㈰
毎
年
恒
例
の
瑞

穂
地
区
文
化
祭
お
よ
び
駅
伝
大
会

が
、瑞
穂
地
区
活
性
化
セン
タ
ー
に

お
いて
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

地
区
駅
伝
大
会
は
、北
原
公
民

館
を
ス
タ
ー
ト
し
、全
11
チ
ー
ム
が

瑞
穂
地
区
を
走
り
抜
け
ま
し
た
。

　

文
化
祭
で
は
、子
ど
も
か
ら
大
人

ま
で
た
く
さ
ん
の
力
作
が
出
展
さ
れ

た
展
示
、会
場
を
彩
る
菊
花
展
、多

く
の
豪
華
賞
品
で
賑
わ
っ
た
ビ
ン
ゴ

全
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
ー
、
た
こ
焼
き

･

綿
あ
め
の
無
料
サ
ー
ビ
ス
が
あ

り
、
23
日
は
、
食
文
化
の
会
に

よ
る
す
い
と
ん
汁
の
無
料
サ
ー
ビ

ス
、
保
健
補
導
委
員
会
に
よ
る
健

康
チ
ェ
ッ
ク
、
両
日
を
通
し
て
大

か
ぼ
ち
ゃ
の
重
さ
当
て
ク
イ
ズ
・

お
楽
し
み
抽
選
会
が
あ
り
、
多
く

の
方
々
が
来
場
さ
れ
、
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

◇
第
49
回
地
区
一
周
駅
伝
大
会

　

10
月
23
日
㈰
18
チ
ー
ム
の
エ
ン

ト
リ
ー
に
よ
り
地
区
一
周
11
区
間

の
コ
ー
ス
を
タ
ス
キ
で
つ
な
ぎ
ま

し
た
。
大
会
結
果
は
次
の
と
お
り

で
す
。

柳

原

太

田

外

様

瑞

穂

岡

山

常

盤

が
前
半
リ
ー
ド
で
折
り
返
し
競
技

の
後
半
に
は
い
り
ま
し
た
。
今
大

会
か
ら
大
玉
お
く
り
、
樽
こ
ろ
が

し
の
新
種
目
が
採
用
さ
れ
皆
さ
ん

に
好
評
を
得
て
い
ま
し
た
。

　

競
技
は
最
後
の
最
後
ま
で
目

を
離
せ
な
い
状
況
で
あ
り
後
半
も

羽
広
山
区
が
点
数
を
伸
ば
し
て
連

覇
と
思
い
き
や
藤
沢
区
の
追
い
上

げ
、
そ
し
て
、
逆
転
に
よ
り
実
に

藤
沢
区
の
９
年
ぶ
り
の
優
勝
で
幕

を
閉
じ
ま
し
た
。

　

ケ
ガ
人
も
な
く
無
事
に
運
動

会
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

優　

勝　

藤
沢
区

準
優
勝　
羽
広
山
区

３　

位　
西
大
滝
区

　

　飯山市公民館・市立飯山図書館・飯山市美術館・いいやま女性センター未来・飯山市ふるさと館、
飯山市文化交流館なちゅらの駐車場使用につきましては、夜間（夜 10時以降）および早朝の駐
車は除雪作業の妨げになりますので、ご遠慮ください。
　また、特別な理由により駐車される場合は、飯山市公民館（☎ 62-3342）まで申し出てください。

降 雪 時 駐 車 場 使 用 についてのお願い

優勝した其綿チーム

たくさんの力作が出展されました

笑顔で優勝のテープを切りました

披露された中条区の獅子舞

景色がとてもきれいでした

優勝おめでとうございます
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　シニア世代を中心とした、まさに
人生の達人たちによる川柳傑作選。
　政治も経済も暗い話の多いニッポ
ン。お達者パワー全開の、笑えてし
みじみ、そして家族で仲間で楽しめ
る一冊です。

シ
ル
バ
ー
川
柳 

６

全
国
有
料
老
人
ホ
ー
ム
協
会
、

ポ
プ
ラ
社
編
集
部　

編

◇ 図書館カレンダー ◇
12/1 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
2 金 移動図書館車④太田 ･富倉
3 土

4 日 10:30 ～拡大版おはなしひろば
　　　 クリスマスおはなしかい

5 月 休館日
6 火
7 水 移動図書館車③温井 ･秋津
8 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
9 金 移動図書館車②今井 ･西大滝
10 土
11 日 10:30 ～ブックスタート
12 月 休館日
13 火
14 水 移動図書館車①北原 ･常盤
15 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
16 金 移動図書館車④太田 ･富倉
17 土
18 日 10:30 ～おはなしひろば
19 月 休館日
20 火
21 水 移動図書館車③温井 ･秋津
22 木 10:30 ～絵本とわらべうたの会
23 金 休館日（祝日）
24 土
25 日 10:30 ～おはなしひろば
26 月 休館日
27 火
28 水 移動図書館車①北原 ･常盤
29 木 休館日
30 金 休館日
31 土 休館日

開館時間と休館日
【開館時間】火～金 9:30 ～ 18:00

土・日 9:30 ～ 17:00
【定 休 日】月曜・祝祭日・年末年始

■の日は休館です。

旬の本・話題の本・意外な本

らいぶらりブックレビュー

図書館
ニュース

今月のテーマコーナーはふたつ

　図書館２階の閲覧室入口に、今月は飯山線ＳＬイベントと姜尚中（かんさんじゅん）
氏関連本と題し２つのテーマコーナーを設けています。
　飯山線ＳＬイベントコーナーでは、１１月１９、２０日に運行される「SL飯山線ロ
マン号」とふるさと館 ｢飯山線ＳＬ展｣ に関連した図書のほか、子ども向け絵本から
｢愛宕山房、古田文庫｣ まで取り揃えてあります。
　姜尚中氏のコーナーでは、１２月３日開催される飯山雪国大学文化講演会 ｢姜尚中、
〈共生〉の作法を求めて｣ に関連した図書を紹介しています。
　貸出しできますので、是非おいでください。（一部禁帯出あります）

【市立飯山図書館 ☎ 62-1118】

趣　
味
・
実　
用

活
断
層
が
分
か
る
本

國
生 

剛
治

体
幹
×
呼
吸
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

村
上 

貴
弘

お
嬢
様
の
た
め
の
ド
レ
スBO

O
K

家
族
で
地
方
移
住
、
は
じ
め
ま
し
た
。

移
住
ラ
イ
フ
研
究
会

ヨ
ガ
と
シ
ン
プ
ル
ラ
イ
フ

み

う

世
界
の
き
ら
め
く
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
社
編
集
部

大
人
の
日
帰
り
旅

初
心
者
の
マ
ン
ド
リ
ン
基
礎
教
本

村
山 

雄
三

懐
か
し
の
名
歌
・
日
本
の
唱
歌

成
美
堂
出
版
編
集
部

グ
リ
ー
ン
イ
ン
テ
リ
ア
の
あ
る
暮
ら
し

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー

夏
目 
秀
視

子
ど
も
と
イ
ベ
ン
ト
で
使
え
る
カ
ブ
リ
モ
ノ
紙
工
作

チ
ャ
ッ
ピ
ー
岡
本

サ
ザ
エ
さ
ん
か
ら
い
じ
わ
る
ば
あ
さ
ん
へ

樋
口 

恵
子

不
登
校
に
、な
り
た
く
て
な
る
子
は
い
な
い
。
上
野 

良
樹

り
ん
ご
の
お
菓
子

若
山 

曜
子

カ
ン
タ
ン
お
し
り
体
操

松
尾 

タ
カ
シ

そ
の
靴
、
痛
く
な
い
で
す
か
？

西
村 

泰
紀

タ
ヌ
キ
学
入
門

高
槻 

成
紀

セ
カ
ン
ド
ハ
ン
ド
の
時
代

ス
ヴ
ェ
ト
ラ
ー
ナ　
ア
レ
ク
シ
エ
ー
ヴ
ィ
チ

よ　
み　
も　
の

奈
良
・
大
和
路

分
か
れ
道
ノ
ス
ト
ラ
ダ
ム
ス

深
緑 

野
分

ヴ
ァ
ラ
エ
テ
ィ

奥
田 

英
朗

魂
の
沃
野　
上
・
下

北
方 

謙
三

五
弁
の
秋
花

梶 

よ
う
子

ス
ト
ロ
ベ
リ
ー
ラ
イ
フ

荻

原 

浩

ま
こ
と
の
華
姫

畠

中 

恵

手
の
ひ
ら
の
京(

み
や
こ)

綿
矢 

り
さ

白
衣
の
噓

長
岡 

弘
樹

黒
い
紙

堂
場 

瞬
一

火
災
調
査
官

福
田 

和
代

蜜
蜂
と
遠
雷

恩

田 

陸

最
悪
の
将
軍

朝
井 

ま
か
て

遠
い
唇

北

村 

薫

大　
活　
字

夜
と
陽
炎　
１・２・３

開

高  

健

破
れ
た
繭　
１・２・３

開

高  

健

郷　
　
　
土

雷
鳥  

〜
四
季
を
纏
う
神
の
鳥
〜

市
立
大
町
山
岳
博
物
館

蚕
糸
王
国
信
州
も
の
が
た
り

阿

部 

勇

近
世
庶
民
の
衣
類  

上

尾
崎  

行
也

新 着 図 書 案 内飯
山
の
歴
史

飯
山
の
社
会
教
育

秋
津
の
歴
史

木
島
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

外
様
の
歴
史

常
盤
の
歴
史

太
田
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
歴
史

い
い
や
ま

飯
山
の
武
将

飯
山
社
会
教
育

飯
山
の
歴
史

親
子
で
学
ぶ
絵
本
と
の
つ
き
あ
い

親
と
子
の
絵
本
講
座
を
行
い
ま
し
た

　

10
月
６
日
か
ら
27
日
ま
で
の
毎

週
木
曜
日
、｢

親
と
子
の
絵
本
講

座｣

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
こ
の
講
座
は
、
当
館
の
司
書
が

交
替
で
「
①
０
歳
か
ら
の
絵
本
」

「
②
３
～
４
歳
こ
ろ
の
絵
本
」「
③

昔
話
と
昔
話
絵
本
の
こ
と
」「
④

読
み
物・科
学
の
絵
本
」の
各
テ
ー

マ
に
そ
っ
て
講
義
を
行
い
、
４
日

間
に
延
べ
33
組
の
親
子
に
参
加
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
一
緒
に
う

た
っ
て
遊
べ
る
絵
本
や
手
遊
び
、

わ
ら
べ
う
た
を
沢
山
教
え
て
い
た

だ
き
良
か
っ
た
。」「
３
歳
の
娘
は
、

新
し
い
本
を
読
ん
で
い
て
も
飽
き

て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
好
き
な
本

し
か
読
ま
な
い
の
で
す
が
、
お
も

し
ろ
い
絵
本
や
自
分
と
一
体
化
で

き
る
本
を
読
ん
で
み
た
い
。」「
昔

話
は
残
酷
だ
っ
た
り
怖
い
場
面
の

あ
る
も
の
も
あ
っ
て
、
ど
ん
な
話

を
選
ん
で
読
ん
で
あ
げ
た
ら
い
い

の
か
迷
っ
て
い
ま
し
た
が
、
無
理

に
隠
し
た
り
ぼ
か
し
た
り
せ
ず
、

そ
の
ま
ま
を
伝
え
る
こ
と
も
大
切

な
の
だ
と
知
り
ま
し
た
。」「
子
ど

も
の
託
児
が
あ
る
公
民
館
の
子
育

て
セ
ミ
ナ
ー
で
も
取
り
上
げ
て
ほ

し
い
で
す
。」
等
多
く
の
感
想
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
こ
の
講
座
に
限
ら
ず
絵
本
の
選

び
方
な
ど
に
つ
い
て
は
、
お
気
軽

に
司
書
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、市
立
飯
山
図
書
館
で
は
、

毎
週
木
曜
日
に
は｢

絵
本
と
わ
ら

べ
う
た
の
会｣

、
第
２
を
除
く
毎

週
日
曜
日
は｢

お
は
な
し
ひ
ろ
ば｣

を
開
催
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
ち

ら
も
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

「飯山線ＳＬイベント」と「姜  尚 中」

毎月第３日曜日は「親子読書の日」です
２０分間テレビを消して親子読書をしてみましょう
　皆さんのご家庭ではテレビのついている時間が長くなっ
ていませんか。飯山市では、長野県が定めた毎月第３日
曜日の ｢家庭の日｣ を、「20分間テレビを消して親子読書
の日」として呼びかけています。
　『読書離れ』が指摘されている今日、わずかな時間でも

テレビを消して、子どもたちが本に触れる時間を増やして
いきたいものです。お父さん、お母さん、お子さんと２０
分間親子読書をしましょう。お手持ちの本でもかまいせん
が、図書館に来ていただければお役に立てることがあると
思います。ご来館をお待ちしています。

　

12
月
４
日

（日）
午
前
10
時
30
分

か
ら
１
時
間
程
度
、
図
書
館
の
３

階
多
目
的
室
に
お
い
て
「
ク
リ
ス

マ
ス
お
は
な
し
会
」
を
開
催
し
ま

す
。
大
き
な
絵
本
や
手
あ
そ
び
、

パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー
な
ど
の
た
の
し

い
企
画
を
た
く
さ
ん
用
意
し
て
い

ま
す
。
申
し
込
み
は
必
要
あ
り
ま

図
書
館
に
サ
ン
タ
ク
ロ
ー
ス
が
や
っ
て
く
る
？

ク
リ
ス
マ
ス
お
は
な
し
会
を
開
催
し
ま
す

せ
ん
の
で
、
大
勢
の
皆
さ
ま
の
ご

参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
き
っ
と
サ
ン
タ
ク
ロ
ー

ス
さ
ん
が
特
別
に
参
加
し
て
く
れ

る
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
、
ご
一
緒

に
写
真
撮
影
な
ど
お
楽
し
み
く
だ

さ
い
。

毎回親子で楽しみながら開催できました

おはなしひろば 拡大版！

　市立飯山図書館では、ご
利用者が探しやすいように、
小さいお子様向けの絵本、大
きなお子様向けの絵本、のり
もの・知識の絵本に色ラベル
をつけてほかの絵本とは分
けておいてあります。

こ
れ
か
ら
飯
山

新
幹
線
と
飯
山

飯
山
に
学
べ

な
ぜ
今
飯
山
か

飯
山
に
住
む

続
飯
山
の
謎

飯
山
エ
ン
ト
ロ
ピ
ー

小
沼
の
歴
史

飯
山
の
薬
草

小
菅
考
飯
山
の
文
学

飯
山
の
伝
統

飯
山
の
動
物

飯
山
の
歴
史

飯
山
の
自
然

太
田
の
歴
史

飯
山
の
食

外
様
の
歴
史

柳
原
の
歴
史

岡
山
の
歴
史

飯
山
の
観
光

常
盤
の
歴
史

富
倉
の
歴
史

秋
津
の
歴
史

瑞
穂
の
歴
史

木
島
の
歴
史

飯
山
の
歴
史


